
医師の時間外労働の上限⽔準を超える時間外労働時間を設定する医療機関について 資料４
○ 令和６年４月から医師に対して時間外労働の上限規制が適用されるにあたり、地域医療確保又は集中的技術向上の観点から、
年960時間を超える時間外労働をさせる必要がある医療機関は、都道府県の指定を受ける必要がある。

○ 都道府県から指定を受けるためには、令和３年10月から令和４年９月末までに各医療機関が「医師労働時間短縮計画」を策定
し、令和４年度中に第三者機関による評価を受けたうえで、令和５年度に都道府県に申請する方向で、現在、厚生労働省におい
て、関係法令の改正作業を行っている状況。

指定申請予定の病院

※ 県内全67病院を対象に、令和２年11月に指定申請の意向調査を実施。（回答率100％）

地域医療提供体制の確保の観点からやむを得ず医療機関で診療に従事
する勤務医の時間外労働の上限水準を超えざるを得ない場合の水準

・山形大学医学部附属病院
・県立中央病院
・山形市立病院済生館
・北村山公立病院
・県立新庄病院
・米沢市立病院
・公立置賜総合病院
・鶴岡市立荘内病院

一定の期間集中的に技能向上のための診療を必要とする医師のための水準

（Ｃ－１水準）※臨床研修医・専攻医対象

・山形大学医学部附属病院
・山形市立病院済生館
・鶴岡市立荘内病院

（Ｃ－２水準）
※医籍登録後の臨床従事６年目以降の者が、高度技能の育成が公益上必要

な分野について、指定された医療機関で診療に従事する際に適用

・山形大学医学部附属病院

・ 指定申請を予定している医療機関に対し、国通知「医師、看護師等の宿日直許可基準について」及び「医師の研鑽に係る労働
時間に関する考え方について」を踏まえ、宿日直や自己研鑽の取扱いなど、適切な労務管理を要請

（併せて、新たに医療法に規定予定の長時間労働を行った医師に対する「追加的健康確保措置」は、副業・兼業先の労働時間を
把握の上、自病院の労働時間と通算しての実施が求められることから、副業・兼業先での労働時間の把握手法等の検討も要請）

・ 山形県医療勤務環境改善支援センター（県と山形労働局による共同設置）との連携や情報提供を行いながら、各医療機関の計
画策定を支援

地域医療確保暫定特例水準（Ｂ水準） ＜集中的技能向上水準（Ｃ水準）＞

今後の対応
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